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教育環境整備
①月一回安全点検を実施する。
②生徒の実態に即して教室環境等を拡充する。
③長期的な整備計画を作成する。

担当 事務・管理部

地域連携・学家地連
①地域調べ学習、地域での職業体験等、港南台地域にねざした教育活動（総合学習）を実施する。
②コロナで薄まった地域との関係を元に戻すため、地域と学校が相互に関わっていく機会を増やす。
③新しい形の学校家庭地域連携事業、より深化した学校家庭地域連携事業を実施する。

担当 総合学習担当、生徒指導部

ＧＩＧＡスクール構想
ＩＣＴ教育推進

①必要に応じてオンライン授業、ハイブリッド型授業が行えるように準備を整える。
②日常的にＩＣＴ機器を活用し、活用への（技術的・心理的）障害を取り除く。
③活用について研究すること、研修へ参加することを自分ごととして捉え、担当任せの体質から脱却する。

担当 ＧＩＧＡ・ＩＣＴ

特別支援教育
①すべての教職員が特別支援教育の必要性を理解し、一丸となって支援に取り組んでいく。
②不登校生徒への対応を重点化するとともに、「取り出し」授業へも柔軟に対応していく。
③支援体制や支援方法を研究し、教材の研究・開発も行うことで、特別支援教室の運営を充実させる。

担当 特別支援教育コーディネーター

人材育成・
組織運営(働き方)

①５年目までの教員を主な対象としたメンターチームを機能させ、後輩の育成を全職員が意識して行う。
②学年チーム内やグループ内、１対１など様々な場面で積極的・意図的に人材育成を図る。
③目標に準拠した業務改善を進めるとともに、改善場面のターゲット化（部活動、会議等）を図る。

担当 研究・研修部、教務部

いじめへの対応
①「いじめ見逃し０（ゼロ）」を目指す取組を継続し、「いじめ０」に近づけるための取組を研究する。
②恐れずいじめを認知し、手を抜かずにいじめ対応をする中で、積極的に心の教育を行う。
③「気になる子」を全体で気にし、さらに保護者、外部機関との連携を強化、解決に向けて機敏に動く。

担当 いじめ防止対策委員会

公
開

授業公開
情報発信

①授業参観日の設定、授業公開週間の設定など、本校教育の実際を知ってもらう機会を設ける。
②体育祭、文化発表会（合唱コンクール）等を保護者や地域に公開する。
③ウェブページやメール配信等を有効活用し、学校からの情報をタイムリーに発出する。

担当 教務部、副校長

担当 学習指導部道徳・人権

体 健やかな体
①主体的に健康な生活を実践させられるよう、健康・安全について理解させる指導を計画的に実施する。
②新体力テストの結果を体力向上に向けての取組に生かせるようにする。
③栄養教諭との連携や「保健だより」の発行を通じて、「食育」の充実を図る。

担当 保健安全指導部、保健体育科

担当 研究研修部

徳
道徳教育
人権教育

①実生活に生かせる題材を用いた「特別な教科道徳」を実施する。
②授業者をローテーションさせて道徳授業を実践し、様々な考え方、新たな価値観に気づかせる。
③気づきや思考を重視した人権意識を育むため、人権作文や人権標語を活用する。

中
期
取
組
目
標

・様々な指導、行事を通して自尊感情を育成し、自己肯定感の高い生徒を育成します。
・学校内外の他者とのコミュニケーション機会を多く設定し、積極的に人と関わろうとする意欲と、円滑な人間関係を築く
　能力を育成します。
・多様性に気づかせる指導・支援を徹底し、新たな価値感に従って物事を評価する能力を育成します。

重点取組分野 具体的取組

知 授業力向上
①教科に関する知識・理解を深め、より豊かで深い学びを提供できるように、日々自己研鑽に努める。
②教科内で、また教科を越えて互いに授業を参観し合うことで、自らの授業を振り返る機会とする。
③評価が生徒の学習意欲につながるよう、評価に関する研修を積み、説明責任を果たせるようにする。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

港南台第一中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

〈自己肯定感〉
〈コミュニケーション能力〉
〈多様性への理解〉
〈新たな価値の創造〉

港南台第一中
港南台第一小
港南台第二小
港南台第三小

「まち」でともに生き、「まち」でともに学び、「まち」をともにつくる港
南台の子ども

①港南台の「まち」の特性や子どもの実態をつかみ、どんな「まちの子ども」
　にしていきたいか、一中ブロックらしさを明確にする。
②９年間を見通した、思考力・判断力・表現力の育成を図るための、連続性の
　ある学習指導の実践を進める。

520 人 主な関係校： 港南台第一小学校・港南台第二小学校・港南台第三小学校

戸田　一弘 2 学期制 一般学級：松岡　秀彦 副校長

）

学
校
教
育
目
標

◎「自ら考え」「ともに歩み」「新たな社会を創る」
主体性：自分のよさや可能性を認識し、積極的に学び続ける姿勢を大切にします
協働性：多様な他者と協力し合う豊かな心を育成します
創造性：多面的・多角的に物事を捉え、新たな価値を創造できる能力を育みます
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児童生徒数：

年度版 中期学校経営方針 （ 令和

15 個別支援学級：
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